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「離散凸解析」は整数格子点上で定義された離散関数の「凸性」を考察する
理論である．これは最適化の分野で進展してきた理論であるが，M凸関数と
粗代替性の等価性を通じて，経済学やゲーム理論とも関係する．本セミナー
では，Ｍ凸関数とＬ凸関数の概念，構造定理 (共役性，双対性)，最小化アル
ゴリズムなど，「離散凸解析」の理論の大要を解説する．
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